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農
業
青
年
の
つ
ど
い 

８
月
５
日
、
農
業
大
学
校
で
農
業
青
年
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
徳
島
県
の
担
い
手
と

し
て
農
業
経
営
の
改
善
や
産
地
強
化
に
取

り
組
む
農
業
青
年
が
活
動
の
成
果
や
課
題

を
発
表
し
ま
し
た
。
農
大
生
も
参
加
し
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

学
生
た
ち
は
農
業
実
践
や
経
営
に
関
す

る
生
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
自
身

の
将
来
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。 

８
月
６
日
に
は
、
３
つ
の

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

前
に
は
「
農
業
法
人
説
明

会
」
、
午
後
に
は
「
よ
う
こ
そ

先
輩
！
」
と
「
特
別
公
開
講
座
」
が
開
催
さ

れ
、
学
生
た
ち
は
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ

る
方
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

①
農
業
法
人
説
明
会 

徳
島
県
農
業
法
人
協
会
主
催
の
農
業
法

人
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
年
次
生

23
名
と
県
内
農
業
法
人
10
社
が
参
加
し
、

企
業
説
明
と
個
別
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
先

進
的
な
農
業
生
産
法
人
の
経
営
理
念
、
経
営

方
針
等
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
１０
月
に
も
開
催
予
定
で
す
。 

②
よ
う
こ
そ
先
輩 

県
内
で
活
躍
す
る
農
業
大
学
校О

Ｂ
の

方
々
を
お
招
き
し
、
進
路
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
（
株
）

リ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
、（
株
）
鳴
門
ア
ス
リ
ー
ト

フ―

ズ
、（
株
）
イ
シ
イ
フ
ー
ズ
、（
株
）
丸

本
、
石
井
養
鶏
農
業
協
同
組
合
、（
株
）
十
文

字
チ
キ
ン
四
国
、
上
田
井
農
園
、（
株
）
杉
本

農
園
の
皆
様
で
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
は
先
輩
か

ら
仕
事
の
内
容
や
、
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い

て
話
を
聞
き
、
熱
心
に
質
問
を
し
ま
し
た
。 

③
特
別
公
開
講
座 

本
県
旧

木
頭
村
出

身
で
、
電

子
書
籍
市

場
で
売
上

高
1000
億
円

を
超
え
る

（
株
）
メ

デ
ィ
ア
ド

ゥ
な
ど
の

ト
ッ
プ
を

務
め
る
藤

田
恭
嗣
社
長
を
講
師
に
迎
え
、
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。 

藤
田
社
長
か
ら
は
、
生
産
者
減
少
の
今
こ

そ
農
業
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ

と
や
、
経
営
者
と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て

力
強
い
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
自
身
が
代
表
を
務
め
る
「（
株
）
黄
金
の
村
」

の
実
例
を
も
と
に
、
栽
培
に
と
ど
ま
ら
な
い

加
工
品
開
発
や
海
外
輸
出
、
雇
用
創
出
の
手

法
を
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ー

タ
活
用
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
応
用
し
た
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
提
示
も
あ
り
、
学
生
た
ち
が
地

域
農
業
の
可
能
性
を
深
く
考
え
る
有
意
義

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

農
大
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